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OpenAI社が発表したChatGPTは、自然な文章を生成できるだけでなく、高度な自然言語処理を
行えることから注目を集めている。医療業界においても活用が期待されており、「医療DX令和
ビジョン2030」において政府は効果的かつ効率的で質の高い医療提供の実現を提言している。
医療DXを通じた医療従事者の働き方改革は待ったなしとなっており、社会課題の解決に向けて
生成系AIが活用可能な医療現場での業務検討を開始した。具体的には、電子カルテシステムと生
成系AIを組み合わせた「医療従事者向けの業務支援サービス」を医療現場へ提案し、現場での
PoC／効率化・業務改善を評価しながら、継続的に課題解決に取り組んでいる。今後も医療現場
の変化に応じて生成系AIを活用できるシーンは拡大していくと思われる。政府の掲げる質の高い
医療提供実現で、誰もが安心・安全な医療を受けられる未来を期待しつつ、医療機関に生成系AI
をいかに活用いただけるか、ベンダーの立場から考察する。
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Abstract: 

OpenAI's ChatGPT is gaining traction not only for its ability to generate natural text but also for its advanced natural 

language processing. It is expected to be utilized in the medical industry as well. In the Medical DX Reiwa Vision 

2030, the government proposes the realization of effective, efficient and high-quality medical care delivery. 

Reforming the working style of medical professionals through medical DX has been a long awaited process, and 

we have started to study work in medical practice where generative AI can be used to solve social problems. 

Specifically, we have proposed a "business support service for medical professionals" that combines an electronic 

medical record system and a generative AI system to medical sites, and are continuously working to solve problems 

while evaluating PoC/efficiency improvement and business improvement at the sites. In the future, it seems that the 

scene which can utilize the generation system AI in accordance with the change of the medical field will expand. 

Looking forward to a future in which everyone can receive safe and secure medical care through the government's 

commitment to providing high-quality medical care, we will consider how generative AI can be used by medical 

institutions from the perspective of vendors. 
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1 生成系 AI と、医療現場への活用の期待 
OpenAI社が発表したChatGPTは、自然な文章を生成でき

るだけでなく、高度な自然言語処理を行えることから注目を集

めている。様々な業界で ChatGPT をはじめとする生成系

AI の活用が模索されており、医療業界においては、2023

年 5 月に米国電子カルテシステムトップシェアの Epic 社

が電子カルテに生成 AI を活用することを発表、2023 年 6

月に Google Cloud 社が Mayo Clinic と提携して医療業界

の変革に向けて生成系 AI を活用することを発表してい

る。これらは、いずれも業務効率化や生産性向上などを目

的としている。 

医療業界においても活用が期待されており、「医療 DX 令

和ビジョン 2030」において政府は効果的かつ効率的で質の

高い医療提供の実現を提言している 1)。また医師の働き方改

革として、2024 年 4 月より医師の時間外労働の上限規制と

健康確保措置の適用が始まる。このため、医師の業務を看護

師や薬剤をはじめとする他職種への業務移管（タスク・シフテ

ィング）や業務共同化（タスク・シェアリング）、ICT 等を活用し

た医師・医療従事者の業務効率化や勤務環境の改善が推進

されている。医療 DX を通じた医療従事者の働き方改革は待

ったなしとなっている。医療業界での活用が期待されている

一例として、米国経済誌 Forbes が挙げている活用への期待

を表 1 に示す 2)。医療現場での活用から患者向けまで、様々

な活用の期待があり、医療業界に大きな変化を及ぼす可能

性があることが分かる。 

医療従事者の働き方改革に対して、文章生成・要約をはじ

めとした業務に生成系 AI が活用できるのではないだろうかと

着目し、本論文では、医療現場の状況について言及、AI を

活用した医師や看護師向けの業務支援の提案と評価、医療

業界の今後の変化と未来への期待についてベンダーの立場

から考察する。 

表 1 医療業界における ChatGPT の活用への期待 2) 

 

2 医療現場の状況 
働き方改革に対して生成系 AI の医療現場適用を検討す

るにあたり、医師と、医療従事者の中で最も人数が多い看護

師にフォーカスを行った。医師と看護師の業務の実態につい

て整理する。 

病院勤務医の労働実態調査によると、図 1 のように時間外

労働が発生する理由（複数回答）では、「診断書やカルテな

どの書類作成」が 57.1％で最も多い 3)。 



 

 

 

図 1 医師の時間外労働が発生する理由 3) 

また、医師の間接的業務について調査した研究によると、1

日に 3 時間 12 分の時間を診療録や医療文章作成などの時

間に費やしている 4)。特に、退院時サマリの作成や紹介状の

作成、紹介状の返書の作成などの医療文章の作成が負担と

なっていることが分かる（図 2）。 

 

図 2 医師が事務作業に費やす時間（抜粋）4) 

医療文章の作成については、2010 年に「医師事務作業補

助体制加算」が大幅に増額されたことから、従来から医師事

務作業補助者を活用し、医師の負担軽減が試みられている 5)。

実際に、ある医療機関にヒアリングを行った結果、退院時サマ

リ等の医療文章の作成が医師の負担になっていると回答を得

た。医師事務作業補助者の活用が以前から推進されている

ものの、今現在も医療文章の作成は医師の負担となっており、

業務効率化のニーズがあると考えられる。 

2019 年度に開始した国の働き方改革関連法に基づき、看

護師においても働き方改革が推進されている。看護師の時間

外労働の上限は、一般企業と同様に原則として月 45 時間、

年 360 時間と制限されている。 

看護師の労働実態調査によると、およそ 9割の看護師が時

間外労働を行っている 6)。また、時間外労働の主な業務の内

訳としては、看護記録が 58.4%、患者対応・診療補助が

52.6％、患者情報収集・申し送り：32.2％であり、患者対応を

除くと、看護記録や情報収集・申し送りの割合が多い（図 3）。 

 

図 3 看護師の時間外労働が発生する理由 6) 

看護師は 2 交代制（日勤 / 夜勤）や 3 交代制（日勤 / 準

夜勤 / 夜勤）といった交代制勤務であることから、申し送りと

して交代時に後任へ引継ぎを行う必要がある。また、引継ぎ

を受ける側、即ちこれから勤務開始となる看護師も必然的に

患者情報収集を行う必要がある。したがって、申し送りや患者

情報収集は、その行為にかかる時間そのものが時間外労働

となりやすい。つまり、申し送りや患者情報収集を効率化でき

ると、時間外労働の削減に直結しやすいといえる。 

看護師の時間外労働調査によると、若手の看護師ほど就

業時間前の前残業が長い傾向にあり、24 歳以下の看護師で

は、44.5%の看護師が患者情報収集などの事前準備のため

に 30 分以上前から業務を開始している 7)。また、就業時間後

の後残業についても同様に若手ほど多い傾向があり、24 歳

以下の看護師では 56％の看護師が 30 分以上の後残業を行

っている。要因の 1 つとして、若手の方がスキルや経験が不

足し、患者情報収集や申し送りに時間を要することが考えら

れる。 

実際に、看護師の方にヒアリングを行った結果、若手の方

が患者情報収集の際に、何処の情報を見るべきか要領を掴

んでいないことがあり、申し送りも要点の整理に時間を要して

いると回答を得た。したがって、特に残業が多い若手の業務

を効率化するには、スキルや経験を補完する仕組みが必要

であると考えられる。 

3 医療現場への提案、PoC と評価 
医療文章の作成が医師の時間外労働の主要因となってい

ること、及び申し送りなどの業務が看護師の時間外労働の主

要因となっていることから、これらの医師や看護師の業務支

援の実現に向けた検討を開始した。 

医療現場で生成系AIを活用するためには、非常に機微な

診療情報を取り扱うことから堅牢な環境が求められる。セキュ

アな環境で生成 AI を活用する仕組みを構築し、お客様に評

価頂く事とした。具体的には、生成系 AI はマイクロソフトが提

供するクラウドサービス Azure OpenAI を利用、クラウド上のサ

ービスにアクセスするには、多要素認を経てVPNネットワーク

に接続した場合にのみ利用可能とした。 

対象業務としては、医療文書の作成支援にまずはフォーカ

スを行った。 

 

図 4 医療文章作成支援サービスのイメージ 

医療文章の作成支援は、医師の医療文章作成時間の削

減、医師事務作業補助者の作業効率化、医療事務作業者の

人件費削減などの効果が期待できる。令和二年度の病院勤

務医は 216,474 人であり 8)、時間外労働規制のあり方による

と、40.5%もの病院勤務医が 2024 年 4 月から施行される医

師の時間外労働の上限時間 960 時間を上回っている 9)。ま

た、図 2 の通り退院時サマリや紹介状、返書、診断書の計 4

つの医療文章作成で 1 ヵ月あたり 24.1時間（4書類の作成で

合計 72.3 分、20 日換算）となり、医師の負担軽減に大きく寄

与すること考えたためである。 

これらの仮定を評価するため、病院様に提案を行い、PoC

の協力を頂いている。具体的には電子カルテに記録されてい

●医師が間接業務に費やしている時間

平均：3時間12分/日

●医師が間接業務に費やす時間の内訳
業務 平均業務時間（分/日）
外来診療録の記載 24.0
退院時サマリの作成 20.8
紹介状の作成 20.2
紹介状の返書の作成 18.3
保険会社様式の診断書作成 13.0

入院診療禄の記載 12.0



 

 

 

る診療録を生成系 AI に与え、退院サマリの下書きを生成す

るという内容である。生成系 AI が医療現場での業務に利用

できるのか、実際に医師が記載した退院サマリとも比較を行

い、評価を行うこととした。 

評価の観点として、①効率化・②品質・③イレギュラーへの

対応・④データの混在・⑤データ量・⑥医学用語への対応、

⑦サービス利用におけるコスト(費用)、の 7 つの観点で評価

を行っている。本抄録記載の 2023 年 8 月時点ではまさに評

価を行っているところであるため、2023年 11月の連合大会で

最新の PoC・評価状況について改めて論ずる。 

4 医療現場への活用に向けた課題と今後の期待 
生成系 AI 利用のリスクとして、データがモデルの学習に使

われる恐れがあることやデータが漏洩する点が指摘されてい

る。マイクロソフト社が提供する Azure OpenAI と OpenAI 社が

提供する OpenAI API、ChatGPT(Web アプリケーション)の比

較表をまとめると、表 2 のようになる 10)11)12)。一般公開されて

いる OpenAI 社の ChatGPT（Web アプリケーション）は、デー

タが学習に利用される恐れがあり、入力や回答内容が保持さ

れる 12)。今回評価をしている Azure OpenAI では、マイクロソ

フト社のモデルの学習に利用されることはなく、データを保持

しない設定が可能である。またモデルは病院専用のクラウド

環境として用意ができるので、病院の利用にのみ学習するサ

ービスも構築可能である。 

表 2 データの学習への利用や保持の違い 

 

現在は医師の業務改善にフォーカスして取り組みを開始し

ているが、今後は看護師の業務改善についても取り組んでい

く。具体的には生成系AIを用いて勤務中に記録したメモから

申し送りの下書きを作成する申し送り作成支援で、下書きは

看護師による確認や修正のもと、電子カルテに反映するイメ

ージである。申し送り作成業務の効率化、ならびに時間外労

働削減の効果を期待するものである。 

 

図 5 申し送り作成支援サービスのイメージ 

政府の掲げる質の高い医療提供実現に向けて、誰もが安

心・安全な医療を受けられる未来を期待しつつ、医療機関に

AI をいかに活用いただけるか、ベンダーとしても引き続き検

討と医療現場との評価を行っていきたい。 
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OpenAI API
OpenAI ChatGPT
(Webアプリケーション)
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GPT-3

OpenAI GPT-4, GPT-3.5

データの学習
への利用

マイクロソフトのモデル
をトレーニング/改善する
ために使用することはな
い。

OpenAIのモデルをトレー
ニング/改善するために使
用することはない。

学習に利用される可能性
がある。設定により、学
習への利用を無効にする
ことも可能。

データ保持 悪用/誤用の監視目的で30
日間保持。申請により、
保持しない設定も可能。

悪用/誤用の監視目的で30
日間保持。申請により、
保持しない設定も可能。

悪用の監視目的で30日間
保持。


